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ただ今、フードドライブ食品の点検・仕分けのボランティアを募集しています。

JAさがみ様
フードドライブ、米一合プロジェクト

平塚市立真土小学校様5年生
のフードドライブ。

相模原市田名小学校様5年生
が取り組んだフードドライブ。

西湘労福
協様米一
合運動

コカコーラ様

ファンケル様

かながわ学生ボランティア連合様逗子市での
米一合運動

三浦半島労福協様米一合運動

パルシステム神奈川より米3㌧寄贈。
21年度計12㌧の寄付に感謝状

横浜市瀬谷西高校様
のフードドライブ。

宮本土木㈱様のフード
ドライブ。

栄区資源
循環課の
フードドラ
イブ

休眠預金活用事業で購入した3㌧トラック（左）と
冷凍トラック（右）

JAM神奈川様の米一合運動

そうてつローゼン様

無印良品様38店舗で実施

イトーヨーカドー様22年度は12店舗追加で
30店舗予定

はじめて利用。ココ食堂

micronメモリジャパン様

日本を含むアジア5か国
のマイクロングループによ
る協働ボランティアイベン
トの一環としてフードドラ
イブを実施

パルシステム神奈川親子学習会
日産自動車総連米一合

休眠預金活用事
業により、NPO
浜っ子南様に
405ℓ冷凍庫を寄
贈。寄贈第1号

クラダシ様を通じてマル
ハニチロ様より冷凍鶏
唐揚げ入荷3㌧

mailto:info@fb-kanagawa.com


2021年累計提供量は270.3㌧。
20年比77㌧増加。行政社協
3.2㌧増、フードバンク38㌧
増、食堂26.6㌧増。福祉外国
関連9.2㌧の増。

2021年累計寄贈量は287.1㌧。20年
比77㌧増。企業寄贈28㌧、フードド
ライブ33㌧増、新に寄付金購入17㌧。

.

基本情報 2021年度の累計 合意書締結団体

寄贈締結団体 219団体
提供締結団体 281団体
行政・社協 58団体
市民団体 223団体

（子ども食堂・居場所・
施設・福祉関係）

食品回収拠点 約300か所

賛助会員寄付状況

団体会員204団体 651口
641万円

個人会員 291人1,467口
1,467千円

寄付
2021年度17,505,766円
累計 53,930,863円

（2020年比1.4倍）

寄贈食品計 287.1㌧

企業・生協等 194.1㌧

フードドライブ 76.0㌧

寄付金購入 17.0㌧

団体別 寄贈重量

企業・生協・JA等 34.0㌧

フードドライブ 12.3㌧

提供 156団体、250回、31.5㌧

団体別 提供団体 提供回数 提供重量

行政・社協 37団体 56回 5.0㌧

地域のフードバンク 34団体 66回 12.4㌧

こども食堂等 69団体 103回 10.6㌧

自立支援施設等 3団体 4回 0.3㌧

福祉・外国関係 13団体 21回 3.2㌧

提供食品計 2630回 270.3㌧

行政・社協 600回 50.9㌧

地域フードバンク 559回 91.3㌧

こども食堂等 1097回 86.7㌧

支援施設等 53回 2.6㌧

福祉・外国関連 321回 38.8㌧

４～
３月

〇行政・社協・委託
横浜市ひとり親支援、相模原市学
生支援他、綾瀬市社協・秦野市・
海老名市、平塚市社協、鎌倉市、
横浜各区社協他

〇こども食堂等等
アフリカヘリティッジコミュニ
ティ、ひまわり、たいしょう食堂、
小田原児童館連合、キッズカフェ
杉田、チルドレンカフェ、となり
のれすとらん、ドリームセンター
こどもカフェ、フリースペースた
まりば、ふれあいっこ三ッ沢他

〇地域のフードバンク
お福分けの会、くろーばーマー
ケット、ココロに種まき、浜っ子
南、報徳食品支援センター、ビー
バーリンク、サロンドテ、さくら
の森、フードバンク湘南、川崎医
療生協、フードバンクふじさわ、
フードコミュニティ他

〇福祉・病院・外国関係
ブラジルソリダリオ、カラー他

提 供

紙幅に限りがあり敬
称略で報告します。

寄 贈

○事業者寄贈
コカ・コーラ、アライドコーヒー、東京
サラヤ、クラダシ冷凍食品2.9㌧、パルシ
ステム米6㌧、セカンドリーグ神奈川
（JA宮城）米9㌧他

○防災備蓄品
横浜市アルファ、東電労組、横浜信用保
証協会、SONPOビジネスサービス他

○フードドライブ
イトーヨーカドー、相鉄ローゼン、無印
良品、イオン、ユーコープ、パルシステ
ム、生活クラブ、セカンドリーグ神奈川、
JAさがみ、秦野商工会議所、平塚信金、
栄区役所、明治生命横浜、住友重機、か
ながわ学生ボラ連合、宮本土建、神奈川
労福協、W.Coオリーブ、上永谷自治会、
ワークピア、日本プロサッカーリーグ、日本
グラウンドゴルフ協会、東日本印刷㈱、綾瀬
社協、クイーンズ伊勢丹、JP労組横濱西、
栄区、横須賀市、第一生命弥生台、個人

○米一合運動/プロジェクト
JAさがみ、田名小学校、真土小学校、小
田原足柄労福協、川崎労福協、東急スト
ア労組、上鶴間中学校、相模原労福協、
三浦半島労福協、横浜労福協、JP労組神
奈川女性フォーラム、学生ボラ連合他

ソルティライチ9㌧ 2か月分計18㌧をご寄贈頂きました。

メッセージ 中が校で 「米一合プロジェクト」を
呼び掛けて

寄贈 46.3㌧

今回ＪＡさがみでは、女性
組織をはじめ、組合員、利用
者、役職員を対象にフードド
ライブおよび米１合プロジェ
クトを実施し、968.1kg、1,4
64点の食品をフードバンクか
ながわ様へ寄贈いたしました。
フードドライブの実施を重

ねるごとに、ご提供いただけ
る食品が増加していることから、多くの方が近年の貧困問題
などに関心を持ち、「何か自分も力になりたい」という思い
の表れかと思慮いたします。
フードバンクかながわ通信40号でご紹介いただいた冷凍コ

ンテナなど機材の寄贈を含め、今回の取組みが食の支援を必
要としている方々、活動を支えているボランティアの方々の
一助になれば幸いです。
私どもＪＡは、「食と農を基軸として地域に根ざした協同

組合」として、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」
「地域の活性化」を大きな目標として掲げています。この目
標達成に向け、食と農を基軸とした事業や活動を展開してい
ますが、日々の生活を取り巻く環境の変化がめまぐるしい昨
今に対応すべく、多様なステークホルダーと連携を図りなが
ら、さまざまな社会的課題の解決にも努めてまいります。

メッセージ

ＪＡさがみ 総合企画室地域ふれあい課

左列：最優秀賞、中列：優秀賞、右列：優秀賞、
上段：小学生部門、中段：中高生部門、下段：一般部門

小学生部門 最優秀賞 岡 陽香さん
優秀賞 波多野茉南さん
優秀賞 薄衣 遼さん

中・高校生部門 最優秀賞 高取采加さん
優秀賞 河瀬瑛夢さん2作品

一般部門 最優秀賞 五十嵐恵利さん
優秀賞 國分一輝さん
優秀賞 菅野 雅さん

３
月

冷凍食品導入に向けて

冷凍食品担当 津金良彰さん

4月より金沢倉庫に取りに来られる団体か
ら冷凍食品の提供にトライアルします。休眠
預金助成活用事業により冷凍車一台、冷凍庫
20台分の助成を受け、畜冷材はパルシステム
神奈川より、大型シッパーはユーコープより
提供されました。
利用団体の皆様には、冷凍庫・シッパー・

蓄冷材は無償貸与します。(上限はあります）

食と農を基軸としたＪＡとして

クラダシ様を通じ
マルハニチロ様ご
寄贈の鶏唐揚げ

米89㌧（20年比1.8倍）
フードドライブ77㌧（20年比1.8倍）


